
次
号
は
６
月
２４
日
（土
曜
）に
発
行
し
ま
す

                     

                     

                     

                     

避
難
所
開
設

防
災
教
室
も

防
災
訓
練
を
地
域
の
交
流
に
も

知
的
障
が
い
者
通
所
の
大
森
授
産
所

晴
天
の
下
で
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト

守
山
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
大
会

                     

守山区総合水防訓練に５００人

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

　
▽
海
田
雄
治
さ
ん
＝
新
守

山
＝
の
投
稿
写
真
①

　
ス
ズ
メ
食
堂
、
繁
盛
中

―
。
庭
に
小
鳥
用
の
餌
台
が

置
い
て
あ
り
、
ス
ズ
メ
の
親

子
の
二
家
族
が
入
れ
替
わ
り

で
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

◇
　
　
　
◇

　
▽
谷
口
朝
子
さ
ん
＝
中
志

段
味
西
荒
古
＝
の
投
稿
写
真

②　
二
年
前
に
ク
リ
ン
ソ
ウ
の

種
を
ま
き
、
や
っ
と
五
月
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。

◇
　
　
◇

　
▽
久
田
明
さ

ん
＝
小
六
町
＝

の
投
稿
写
真
③

　
庄
内
川
で

―
。
足
で
つ
か

ん
だ
獲
物
が
大

き
過
ぎ
て
、
溺

れ
そ
う
な
ミ
サ
ゴ
で
す
。

◇
　
　
　
◇

　
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
な

た
が
日
常
生
活
で
と
ら
え
た

〝
身
近
な
ス
ク
ー
プ
〟
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
郵
送
の
場
合
は
写

真
ほ
か
、
別
紙
に
①
住
所
②

氏
名
（
匿
名
希
望
の
方
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
も
）
③
電
話
番
号

④
写
真
の
説
明
や
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
明
記
し
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「
紙
上
写
真
展
」
、
本
文

に
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー
タ

を
添
付
し
て
＝
ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ
ｐ

＝

へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

水
防
工
法
訓
練
で
土
の
う
を
積
み
上

げ
る
消
防
団
員
ら
（
大
森
橋
緑
地
）

炊き出しの様子を見学する利用者ら

会
場
は
〝
本
場
さ
な
が
ら
〟

の
雰
囲
気
（
昨
年
）

〝
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
音
楽
づ
く
り
〟
が
モ

ッ
ト
ー
の
「
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
」

「
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
」
の
上
位
入
賞
者

男子（混合）ダブルスの上位入賞者

女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
一
般

の
部
の
上
位
入
賞
者

女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
レ
ク
ピ
ン

ポ
ン
の
部
の
上
位
入
賞
者

シングルス（一般・マスターズの部）の上位入賞者

防
災
教
室
も
行
わ
れ
た
（
二
城
小
）

　
◇
平
成
�
年
度
守
山
区
卓
球

大
会
（
五
月
十
四
日
、
守
山
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
第
１
競
技

場
）

　
▽
男
子
（
混
合
）
ダ
ブ
ル
ス

①
広
瀬
尊
・
山
下
至
人
②
内
田

秀
樹
・
永
井
良
一
③
山
下
陽
平

・
大
元
裕
司
③
大
岩
侑
太
郎
・

大
島
快
理

　
▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
一
般
の

部
①
永
井
知
子
・
倉
見
知
奈
②

細
江
總
代
・
西
川
雅
子
③
杉
山

乃
婦
代
・
寺
尾
尚
美
③
仲
村
か

お
り
・
金
子
菜
美

　
▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
レ
ク
ピ

ン
ポ
ン
の
部
①
祐
成
美
恵
子
・

村
瀬
く
み
②
川
本
久
美
子
・
笹

山
美
郷
③
平
井
亜
矢
子
・
下
方

裕
子

　
▽
シ
ン
グ
ル
ス
・
一
般
の
部

①
山
下
陽
平
②
大
島
快
理
③
吉

田
末
広
③
和
田
裕
介

　
▽
シ
ン
グ
ル
ス
・
マ
ス
タ
ー

ズ
の
部
①
内
田
秀
樹
②
柴
田
あ

か
り
③
山
下
至
人
③
松
岡
美
春

（
敬
称
略
）

　
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
備
え
た
「
守
山
区
総
合
水
防
訓

練
」
が
先
月
二
十
八
日
、
大
森
橋
緑
地
＝
元
郷
一
＝
と
二
城
学

区
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ
、
消
防
団
員
や
同
学
区
住
民
、
関
係

機
関
の
職
員
ら
約
五
百
人
が
取
り
組
ん
だ
。

　
恒
例
の
ビ
ー
ル
イ
ベ
ン
ト

「
名
古
屋
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ

ス
ト
２
０
１
７
」
（
東
海
テ
レ

ビ
放
送
、
中
日
新
聞
社
な
ど
主

催
）
が
七
月
七
（
金
）
―
二
十

三
日
（
日
）
の
十
七
日
間
、
栄

の
久
屋
大
通
公
園
久
屋
広
場
・

エ
ン
ゼ
ル
広
場
で
開
か
れ
る
。

　
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
二

百
年
以
上
続
け
ら
れ
て
い
る
世

界
最
大
の
収
穫
祭
「
オ
ク
ト
ー

バ
ー
フ
ェ
ス
ト
」
。
名
古
屋
は

七
回
目
で
、
ド
イ
ツ
の
醸
造
所

か
ら
直
送
さ
れ
た
ビ
ー
ル
や
ワ

イ
ン
ほ
か
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど

郷
土
料
理
が
味
わ
え
る
。

　
ま
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら
楽
団

が
来
日
し
、
音
楽
と
人
の
触
れ

合
い
を
含
め
た
異
文
化
体
験
も

楽
し
め
る
催
し
。
そ
の
ほ
か
、

こ
と
し
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
東
日
本

大
震
災
・
熊
本
地
震
の
復
興
支

援
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
る
。

　
入
場
無
料
、
飲
食
は
有
料
。

平
日
＝
午
後
三
時
―
同
九
時
、

土
日
祝
＝
午
前
十
一
時
―
午
後

九
時
。
問
い
合
わ
せ
は
東
海
テ

レ
ビ
放
送
事
業
部
＝
☎
（
９
５

４
）
１
１
０
７
（
平
日
、
午
前

十
時
―
午
後
六
時
）
＝
へ
。

◇
　
　
　
　
◇

　
〇
歳
か
ら
楽
し
め
る
―
。

「
親
子
で
楽
し
む
　
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ

Ｈ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
七
月
二
十
五
日
（
火
）
、
守

山
文
化
小
劇
場
＝
小
幡
南
一
＝

で
開
か
れ
る
。
午
前
十
一
時
開

演
、
同
十
時
半
開
場
。

　
同
劇
場
が
、
子
育
て
中
の
人

も
子
ど
も
と
一
緒
に
気
軽
に
楽

し
ん
で
ほ
し
い
と
催
す
も
の
。

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
預
か
る
ほ
か
、

お
む
つ
替
え
シ
ー
ト
や
授
乳
ス

ペ
ー
ス
も
用
意
す
る
。

　
「
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
」
は
名
古
屋

音
楽
大
学
器
楽
学
科
卒
業
生
の

集
ま
り
で
、
マ
リ
ン
バ
と
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

五
人
組
。
子
ど
も
向
け
音
楽
鑑

賞
会
へ
の
多
数
出
演
を
は
じ

め
、
「
あ
い
ち
子
ど
も
芸
術
大

学
」
講
座
の
講
師
を
務
め
る
な

ど
活
躍
し
て
い
る
。

　
曲
目
は
「
幸
せ
な
ら
手
を
た

た
こ
う
」
「
情
熱
大
陸
」
や

「
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

２
０
１
７
」
ほ
か
。
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
演
奏
で
、
明
る
く
に
ぎ
や

か
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
す
る
。

　
入
場
料
（
全
自
由
席
、
乳
幼

児
も
チ
ケ
ッ
ト
要
）
は
、
ペ
ア

（
大
人
二
人
で
も
可
）
千
円
、

追
加
一
人
（
シ
ン
グ
ル
）
七
百

円
。
問
い
合
わ
せ
は
守
山
文
化

小
劇
場
＝
☎
（
７
９
６
）
１
８

２
１
＝
へ
。
同
劇
場
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も

予
約
申
し
込
み
が
で
き
る
。

◇
　
　
　
　
◇

　
「
名
古
屋
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ

ェ
ス
ト
」
会
場
で
使
用
で
き
る

五
百
円
券
を
五
人
、
「
Ｂ
Ｉ
Ｒ

Ｔ
Ｈ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
」
ペ
ア
招
待
券
を
三
人
、
そ

れ
ぞ
れ
本
紙
読
者
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
お
近

く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を
明

記
し
て
、
〒
４
６
３
―
０
０
０

７
、
松
坂
町
三
五
二
、
守
山
ホ

ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
オ
ク
ト
ー
バ

ー
フ
ェ
ス
ト
」
ま
た
は
「
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
ど
ち
ら

か
希
望
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　
締
め
切
り
は
十
四
日
（
水
）

必
着
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
。
招
待
券
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
に
代
え
ま
す
。

　
区
内
在
住
・
在
勤
の
愛
好
者

ら
に
よ
る
「
守
山
区
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」
（
中
日
新

聞
社
後
援
）
が
先
月
二
十
一

日
、
三
菱
電
機
グ
ラ
ウ
ン
ド
＝

小
幡
中
二
＝
で
催
さ
れ
た
。

　
七
月
の
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

（
瑞
穂
区
）
」
出
場
者
選
考
も

兼
ね
て
開
か
れ
た
も
の
。
男
女

オ
ー
プ
ン
の
個
人
戦
で
行
わ

れ
、
初
め
て
の
参
加
者
を
含
む

約
百
五
十
人
が
集
ま
っ
た
。

　
前
日
に
続
く
真
夏
日
と
な
っ

た
晴
天
の
下
、
打
球
の
行
方
に

「
あ
ー
」
「
う
ま
い
」
な
ど
声

を
響
か
せ
て
元
気
に
プ
レ
ー
。

ま
た
開
会
式
で
は
、
競
技
に
も

加
わ
っ
た
柴
田
久
司
区
長
が

「
皆
さ
ん
優
し
く
指
導
し
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
笑

い
を
誘
っ
て
い
た
。

　
上
位
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

（
敬
称
略
、
か
っ
こ
内
は
学
区

名
）
。

　
①
森
賢
治
（
志
段
味
西
）
②

村
松
豊
（
志
段
味
西
）
③
黒
川

孝
（
志
段
味
東
）
④
亀
山
浩
子

（
天
子
田
）
⑤
山
田
淳
二
（
白

沢
）
⑥
太
田
勝
（
白
沢
）

　
地
域
と
の
交
流
に
も
―
。
三

十
人
の
知
的
障
が
い
者
が
通
う

大
森
授
産
所
＝
元
郷
一
＝
で
先

月
二
十
日
、
災
害
時
の
心
構
え

や
炊
き
出
し
を
学
ぶ
と
い
っ
た

訓
練
が
開
か
れ
、
利
用
者
と
職

員
が
参
加
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
、
一
九
九
五

（
平
成
七
）
年
の
阪
神
淡
路
大

震
災
。
誰
も
が
被
災
者
に
な
り

得
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
備
蓄

し
た
食
品
の
入
れ
替
え
を
兼
ね

て
毎
年
催
し
て
い
る
も
の
。

　
ま
た
同
事
業
所
は
、
一
般
の

避
難
所
で
の
生
活
が
難
し
い
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
を
受

け

入

れ

る

「
福

祉

避

難

所
」
。
〇
八
（
同
二
十
）
年

に
市
と
の
協
定
を
結
び
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
、
災

害
時
優
先
電
話
ほ
か
も
備
え

ら
れ
て
い
る
。

　
訓
練
で
は
、
利
用
者
ら
が

防
災
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
、

非
常
持
ち
出
し
袋
の
中
身
を

一
つ
ず
つ
確
認
し
な
が
ら
学

習
。
ま
き
と
釜
を
使
っ
た
五
十

人
分
の
ご
飯
の
炊
き
出
し
も
行

わ
れ
、
温
め
た
缶
詰
の
カ
レ
ー

と
と
も
に
参
加
者
全
員
の
昼
食

に
し
た
。

　
「
訓
練
し
て
い
な
い
と
、
で

き
な
い
こ
と
だ
と
思
う
」
と
同

事
業
所
管
理
者
の
朝
倉
幹
雄
さ

ん
。
「
地
域
と
の
交
流
の
機
会

の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
多
く
の

方
が
参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う

な
内
容
も
考
え
て
い
き
た
い
」

と
も
話
し
て
い
た
。

　
防
災
意
識
を
高
め
、
関
す
る

知
識
を
深
め
よ
う
と
毎
年
こ
の

時
期
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
。

こ
と
し
の
訓
練
で
は
、
区
内
に

時
間
雨
量
八
〇
㍉
以
上
の
激
し

い
雨
が
降
り
続
き
、
矢
田
川
の

堤
防
を
越
水
す
る
危
険
が
高
ま

り
、
二
城
学
区
に
避
難
勧
告
が

発
令
さ
れ
た
と
想
定
し
た
。

　
大
森
橋
緑
地
に
は
、
消
防
団

員
と
消
防
署
員
ら
二
百
四
十
人

以
上
が
集
合
。
土
の
う
袋
に
砂

を
詰
め
、
リ
レ
ー
し
な
が
ら
積

み
上
げ
る
な
ど
長
さ
八
㍍
ほ
ど

の
壁
を
二
カ
所
造
っ
た
。
同
時

に
、
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
足
踏
み
ポ

ン
プ
で
膨
ら
ま
せ
て
川
の
対
岸

へ
物
資
を
運
ん
だ
。

　
一
方
、
二
城
学
区
で
は
住
民

が
二
城
小
学
校
＝
鳥
神
町
＝
に

避
難
所
を
開
設
す
る
と
い
っ
た

訓
練
に
参
加
。
毛
布
と
物
干
し

ざ
お
を
利
用
し
た
応
急
担
架
搬

送
や
、
三
角
巾
の
使
い
方
な
ど

防
災
教
室
も
開
か
れ
、

説
明
す
る
消
防
団
員
を

囲
ん
だ
人
か
ら
は
「
な

る
ほ
ど
ね
」「そ
う
な
ん

だ
」の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
訓
練
後
、
小
松
祐
治

守
山
消
防
署
長
が
「
災

害
時
に
は
積
極
的
な
情

報
収
集
に
努
め
て
ほ
し

い
」
な
ど
と
市
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
代
読
。
ま

た
、
区
災
害
対
策
本
部

長
の
柴
田
久
司
区
長
は

「
自
然
豊
か
な
守
山
区

は
、
そ
れ
だ
け
リ
ス
ク

が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と

思
わ
な
い
で
備
え
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
で

呼
び
掛
け
た
。
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